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■ぱれっとは、市内の公共施設、県内外のＮＰＯ支援

センターなどに毎月3000部送付しています。 

「子育て中の若い世代に、自由な時間を！」 

～子育て支援グランマ 
 

子育て経験が豊富なグランマ（グランド

マザーの略）たちが託児をしている光景

です。「今の若いお母さんたちには自由

な時間をあげたいのよね。私たちの時代

にはできなかったから。」と中心メン

バーの村上さんと松倉さん。また、グラ

ンマ世代が社会に出て活躍する場を作る

役割も担っています。現在、サポセンの

事務ブースに入居しており、月・火・金

曜日の９：３０～１５：３０サポセン研

修室３にて託児を行っています。 

仙台市青葉区一番町4-1-3 レターケース47 

TEL/FAX：022-721-7227  

携帯：090-5238-4544 
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●メディアデザインとは 
メディアデザインの活動の目的は、ＮＰＯや市民

活動団体の広報支援です。2004年春に団体を立ち上

げ、今年で４年目になります。現在メンバーは５

名。全員仙台でプロとして活躍するライター・編集

者、グラフィックデザイナー、ｗｅｂデザイナー、

カメラマンなどフリーのクリエーターです。そし

て、それぞれが社会貢献や市民活動に関心を持ち、

自らそうした活動に携わってきた経験者です。 

日頃より、クリエーターとしての仕事のノウハ

ウ、ＰＲ・メディア制作の知識や技術を、ＮＰＯ・

市民活動団体に伝え、市民の自発的な活動を応援し

たいと考えていた代表の大泉浩一さんの声がけに、

当時それぞれの活動のため本町サポセンをよく利用

していた他のメンバーが結集しました。 

から、「あの、このチラシみてもらえますか」と

声をかけられることが多く、毎回居残り授業のよ

うになっています。２度３度と受講される方々か

らは、「団体に持ち帰って役立てています。」と

いう声も多く聞かれ、講座の内容が評価されてい

ることに手ごたえを感じているそうです。 

２つめは、メディア制作に関する講座・研修会

への講師派遣です。今年度は、社会福祉協議会広

報研修会、仙台市泉区ＰＴＡ連合会広報委員会講

習会などに出向きました。 

３つめは、印刷物、ホームページ等の制作で

す。ＮＰＯ、自治体、企業から依頼を受け、実績

を積んでいます。 

「メディアデザイン」が主催する『NPOのためのデザイン力講座』は、

団体の思いを伝えるツールとして欠かせない印刷物の作り方を、分かり

やすく丁寧に教えてくれると毎回好評です。運営の仕方など何か秘策が

あるのでしょうか。団体の活動の様子とあわせて、その秘密を探るため

青葉区木町通にある事務所を訪ねました。 

◆市民活動サポートセンターを活用してい

る団体にスポットをあて、その活動の様子

や運営のノウハウをご紹介します。 

●ＮＰＯのためのメディア制作を 
メディアデザインの事業の大きな柱は３つあり

ます。 

１つめは、主催講座「ＮＰＯメディアデザイン

講座」の開催です。主にＮＰＯ・市民活動団体の

広報担当者を対象に、チラシ、ニュースレター、

パンフレット、ホームページなどメディア制作の

講座を行っています。 

今年度は、これまで10回、印刷物のデザイン講

座に的を絞って開講してきました。過去にはパソ

コン講座、インターネット講座なども行い好評を

得ています。 

この講座は、講師の一方的なレクチャーのみで

終わることはなく、ワークショップ形式で実際に

作業が多いのが特徴です。メンバーで講師の真山

正太さんの面倒見の良さからか、講座が終わって

か 

●参加者集めのコツって何？ 
どこの団体でも講座の受講者を集めるのは大変

苦労するところなのですが、それはメディアデザ

インも同じです。そこで第１に、「骨プロ」を活

用しています。骨プロはすぐれもののシステム

で、サポセンにイベントチラシを持参するだけで

仙台市内の９つの施設に配架できるのですから利

用しない手はありません。 

第２に、河北新報など新聞社へのプレスリリー

ス。掲載された記事をみての受講申し込みは、特

に新規の方の開拓に繋がります。第３に、過去の

受講者へのメールでのご案内です。 

このように、とにかく考えられるすべての方法

を講座のたびに全部やってみるということで、ほ

ぼ毎回10数名の定員に達する参加者を確保してい

ます。 

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン 

代
表
の
大
泉
浩

一
さ
ん 
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  団体紹介  

「メディアデザイン」 
ＮＰＯ・市民活動に携わっているプロのクリエーター

が集って、ＮＰＯ・市民活動をはじめとする市民の情

報発信を支援している。「ＮＰＯメディアデザイン講

座」を開催している他、印刷物のデザインやホーム

ページの制作等を行っている。 

 

〒９８０－０８０１ 

仙台市青葉区木町通１丁目１－１１ 

朝日プラザ北一番丁１F 

TEL ０２２－２２４－５３０８ 

http://www.md-sendai.com 

md@md-sendai.com 

＜団体連絡先＞ 

●サポセン事務用ブースからの巣立ち 
メディアデザインは、サポセンをフルに活用し

てきました。講座の会場はもちろんサポセンの研

修室。さらに、事務用ブースとレターケースを

2004年10月から2007年１月まで使用していまし

た。 

サポセンに拠点を持ったということで、メン

バーの集まる場所ができ、資材などの置き場が確

保できたというメリットの他に、メンバー同士の

結びつきを強めるという効果も発揮しました。そ

してなにより、外部からの信用を得ることにつな

がったことは、団体の大きな励みになりました。 

しかし、サポセンの事務用ブースに入居できる

のは最大３年。入った当初から将来を見越して

「３年後には必ず仙台市内の中央部に事務所を持

つぞ！」という高いモチベーションを持って臨ん

だところ、2007年２月に目標達成の念願かなって

今の事務所に移転することができました。 

●広報のよろず相談受け付けます 
団体の人たちには、広報の仕事を後回しにせ

ず、無理をしてでも最初から広報の仕事を折り込

んで活動をして欲しいと話しています。そしてで

きれば、ホームページを作ることを勧めていま

す。今やホームページは有効なメディアで、重要

な情報提供ツールとなるからです。 

 でもどうしたらよいのか分からないという団体

には、そのお役に立てるよういろいろなメディア

制作についての相談を無料で行っています。 

メンバーのＮＰＯ・市民活動の経験とクリエー

ターとしての知識を活かし、それぞれの団体の要

望を聞きながら、思いにそった提案を丁寧にして

くれます。漠然と、ホームページを作りたい、パ

ンフレットを作りたいという感じでもよいそうで

す。 

市民活動をしている人たちは、自分の存在を

知ってもらうことが大切です。自分たちを必要と

している誰かのために、自分たちを知ってもらう

手段、それが広報です。 

これからも、「メディアデザイン」に結集した

プロフェショナルたちは、ＮＰＯや市民活動団体

の方々の力になるべく活動を続けていきます。 

 
（担当：葛西 淳子） 

次回のメディアデザイン講座は・・・ 

 

２００８年２月６日（水）19:00～ 
サポートセンター研修室２で開催します！ 
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【新春特別版】 

            十年十年十年十年のののの計計計計はははは元旦元旦元旦元旦にありにありにありにあり！！！！    

  

   
  

 

 

 １９９９年６月に仙台市市民活動サポートセン

ターは、青葉区本町２丁目に開館しました。一昨

年には、７周年を機に建物の老朽化もあり、青葉

区一番町４丁目の現在の地に移転をいたしまし

た。そして、今年の７月で丸９年を迎え、１０周

年を見据えた取り組みを始める時期に差し掛かっ

ています。 

 

 この間、全国初の公設民営型の大型市民活動支

援施設として、他市町村の市民活動支援施設に良

くも悪しくも影響を与え、我が国の市民活動支援

施設の一つの定型を示してきました。 

 

 共同事務室、貸しロッカー、印刷作業室、情報

サロン、交流サロン、諸貸室などと言った施設機

能の構成。団体情報ファイル、貸し出し図書、チ

ラシ＆ニュースレターラック、骨プロなどと言っ

た提供情報の構成。市民活動やＮＰＯ法人、施設

利用に関する相談機能の構成。人材育成事業、

ネットワーク推進事業、出前サポセンなどと言っ

た事業や講座の構成。 

 

毎年、毎年、新たな市民ニーズへの対応、サ

ポートセンターとしての先導的な役割を意識しな

がら、事業や機能のスクラップ＆ビルド、リ

ニューアルなどを行いながら、新しいサービスの

提供に取り組んできました。  
 

◆サポセンのサービスいろいろ。 

 どんなふうに使えるのか紹介します！ 

 仙台市市民活動サポートセンター  

               センター長 黒澤 学 
（指定管理者：（特活）せんだい・みやぎＮＰＯセンター常務理事） 

 ２００９年に１０周

年を迎えるに当たり、

基本的には１０年前に

考えられた施設機能、

提供情報、相談機能、

事業や講座について、

次の１０年を見越した

大胆な再構築が必要な

のではないかと考えて

います。 

 

 現在、提供されているサービスをより分かりや

すく加工し、提供していくことは言うに及ばず、

例えば、企業の社会貢献活動（ＣＳＲ）の情報発

信をサポートする機能、地縁コミュニティ（町内

会等）とテーマコミュニティ（市民活動等）の連

携を促すための事業や情報提供、市民活動の分野

別ネットワーク形成の支援、指定管理者制度に関

する情報提供、公益法人改革に関する情報提供、

さらには、地下の市民活動シアターの利活用な

ど、やりたいこと、やらねばならないことが目白

押しです。 

 

 １０周年への準備として、そして２０周年を意

識し、仙台市市民活動サポートセンターが我が国

の市民活動支援のリーディング施設であり続ける

ために、今年からその準備が始まります。 

新年を迎えるにあたり、サポートセンターを

今後どのように運営していくのか、そのビ

ジョンをぱれっと初登場のセンター長がお伝

えします。 

 サポセン サポセン サポセン サポセン    5555つのつのつのつの機能機能機能機能    
    

①市民活動の場の提供 

②市民・企業・行政の連携 

及び交流の推進 

③市民活動に関する 

情報の収集・提供 

④市民活動に係る人材の育成 

⑤市民活動に関する相談の対応 

    センターセンターセンターセンター長長長長がががが宣言宣言宣言宣言するするするする１０１０１０１０周年周年周年周年をををを見据見据見据見据えたえたえたえた強化項目強化項目強化項目強化項目    

○ 社会貢献活動・ＣＳＲの情報支援 

○ 地縁＆テーマコミュニティの連携促進 

○ 市民活動の分野別ネットワーク形成の支援 

○ 指定管理者制度に関する情報提供 

○ 公益法人改革に関する情報提供 

○ 市民活動シアターの利活用 
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■サポセンでの忘れ物／Ｎｏ．１は やっぱり傘！ 

◆サポセンの利用状況を 

 毎月テーマを変えてお知らせしています！ 

急な打合せに使えるフリースペース

でありがたいです。  

サ
ポ
本
を
読
も
う
！ 

 

例
え
ば
こ
こ
に
、
地
球
温
暖
化
問
題
を
解
決

し
た
い
Ａ
さ
ん
と
い
う
人
が
い
た
と
し
ま
す
。

Ａ
さ
ん
は
考
え
ま
し
た
。
温
暖
化
問
題

へ
の
取

り
組
み
が
進
ま
な
い
の
は
、
み
ん
な
が
こ
の
問

題
を
知
ら
な
い
か
ら
だ
。
よ
し
、
み
ん
な
に
温

暖
化
の
こ
と
を
話
し
て
ま
わ
る
ぞ
！ 

 

で
も
Ａ
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ
さ

い
！ 

Ａ
さ
ん
が
元
米
国
副
大
統
領
な
ら
と
も

か
く
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
温
暖
化
の
こ
と

を
話
し
て
ま
わ
る
よ
り
、
も
っ
と
効
果
的
な
別

の
方
法
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。 

 

こ
の
本
は
、
つ
い
つ
い
勢
い
で
動
い
て
し
ま

う
Ａ
さ
ん
み
た
い
な
タ
イ
プ
の
方
に
お
薦
め
で

す
。
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
、
課
題
分
析

シ
ー
ト
な
ど
の
思
考
の
ツ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
考
え
な
が
ら
行
動
す
る
と
い
う
タ
イ
プ

の
問
題
解
決
能
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。 

事
例
を
自
分
た
ち
の
課
題
に
置
き
換
え
れ

ば
、
市
民
活
動
団
体
の
問
題
解
決
能
力
の
向
上

に
も
役
立
つ
こ
と
請
け
合
い
で
す
。 

（担
当 

布
田 

剛
） 

 
 

                              ◆利用者の皆様から寄せられた声にお応えします。        

◆
サ
ポ
セ
ン
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
の 

 

本
を
紹
介
し
ま
す
。 

ご利用ありがとうございます。

サポセンには少人数の打合せや

作業に使えるフリースペースが

３、５、７階にあります。 

急な用事でも、受付すればすぐ

に使える便利な場所です。今後

もぜひご利用ください。  

世界一やさしい 

問題解決の授業 
著者：渡辺健介  

発行：ダイヤモンド社 

定価：1,260円（税込）  

ち ょっと 部屋 は

あったかいです。 

サポートセンターの空調は、部屋ごとでは

なくフロアごとの集中管理になっていま

す。暑すぎる場合、寒すぎる場合には、ス

タッフが調整しますので、１階事務局まで

ご連絡ください。  

みなさま、いつもサポートセンターをご利用いただきましてあり

がとうございます。お帰りの際にお忘れ物はございませんか？ 

本日はサポートセンターにどんな忘れ物があるのか、11月の忘れ

物を見てみましょう。 

サポートセンターは毎日たくさんの方に貸室や交流サロ

ンなどをご利用いただいております。私たちは、みなさん

に貸室をご利用いただいた後には、お部屋の状態を確認し

て掃除をします。その時に忘れ物を発見することがありま

す。落とし主の連絡先がわかる場合は、すみやかに持ち主

に連絡をしますが、そうでない場合には拾得物として事務

局で２ヶ月間保管しています。 

暖房が暑かった。     

 ●落し物の内訳 （2007年11月）  

 
●落し物・よくある上位５／（件） 

 

11月は全部で30件の落し物がありました。

その中で一番多いものは傘で９件です。この

月は仙台も去年より早く雪が降るなど天候が

不安定だったため、傘を忘れていく方が多

かったようです。10月の傘の忘れ物が４件

だったのに対し約２倍の数字になりました。 

次に落し物として多いのはジャケット、帽

子など利用者さんの身に付けていたもので６

件でした。寒くなって、身に付けたものを脱

ぎ着することが多くなるのでそのまま忘れて

いかれるようです。また、バックと文房具類

もそれぞれ４件ありました。その他、11月の

面白い落し物にはマッサージ器具というもの

もありました。 

このようにサポートセンターには様々な忘

れ物があります。「忘れた！」と思ったらサ

ポートセンター窓口まで。２ヶ月間は保管し

ますが、それ以降は仙台中央警察署に拾得物

として届け出ますので、心当たりのある方は

サポートセンター窓口また２ヶ月過ぎた場合

は仙台中央警察署までお申し出ください。 

（担当：豊泉昭子） 

傘 9 

衣類・装飾品 6 

バック 4 

文房具 4 

日用品 3 

傘

31%

衣類・装

飾品

20%
バック

13%

日用品

10%

カメラ・

携帯

7%

書類

3%

お金

3%

文房具

13%
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◆市民活動の旬の話題やサポセンで開催された講座の 

 報告など、毎月いろいろなテーマでお送りします。 

 2007年度 仙台市市民活動サポートセンター人材育成事業 

  坂口和隆さん講演会  報告 

本業であるシャプラニール＝市民による海外協力の会（以下シャプラ

ニール）の活動以外にも、地元の西東京市で市民活動の中間支援や障が

いを持つ子どもたちの学びを支援する活動などに関わっている坂口和隆

さん。それぞれの活動ストーリーを聞いて、活動を始めたきっかけや活

動で得られた成果など、団体運営のヒントを見出すことができました。 

日時：2007年11月27日（火）18:30～20:30 

場所：仙台市市民活動サポートセンター セミナーホール 

講師：坂口和隆さん  
      シャプラニール＝市民による海外協力の会 事務局長  

Ⅰ．シャプラニール＝市民による海外協力の会 
まずは、シャプラニールの活動についてお話をいただきました。 

「シャプラニール」はバングラデシュ語で「睡蓮の

家」という意味です。バングラデシュやネパールと

いった南アジアの地域をフィールドに、現地のＮＧＯ

と手を組みながらストリートチルドレンの自立支援活

動などに取り組んでいます。その他に国内活動もして

おり、現地の女性たちが作る手工芸品を日本国内で販

売するクラフトリンク（フェアトレード）などの取り

組みがあります。また、全国28箇所に地域連絡会を置

いて、それぞれの会が独自に活動を展開しています。 

 シャプラニールのミッションは、「全ての人々が共

生できる地球社会の実現」です。活動が世界規模で市

民活動とかけ離れていると思われがちですが、シャプ

ラニール＝市民による海外協力の会というように、ま

さに一般の市民が立ち上げ、市民によって運営されて

います。例えば、一般的に国際協力ＮＧＯの活動資金

は外務省のＯＤＡが大きな部分を占めていますが、

シャプラニールでは自己財源の比率を高く保とうと、

全収入の75％を自己財源でカバーすることを目標に掲

げています。財政的にも組織運営にも市民が関わって

おり、民主的に意思決定をする市民活動団体です。 

21世紀のシャプラニールは、共生をキーワードに活

動する動きをつくっています。日本には、子育て、コ

ミュニティの崩壊、環境問題など多くの問題がありま

すが、同じようなことがバングラデシュやネパールで

も起きています。貧富の差はありますが、人間個人の

問題と考えれば、互いに同じ問題を抱え、解決に取り

組んでいると見ることができます。そう考えると、富

める者から貧しいものへという流れではなく、お互い

に学びあい、与え与えられる関係で活動ができるので

は、ということで共生というキーワードが出てきまし

た。  

 

①普通学級に通う障がい児の介助問題（はっきぃねっと） 

障がいを持つ子どもが公立学校へ進む場合、公的介助

員制度がないため、保護者の負担が大きい。→障がい

児の親たちが立ち上がった。 

学校側や教育委員会側と粘り強い交渉。議会に対して

陳情を提出。世論を動かすためにニューズレター作

成、学習会実施。市長に公開質問状送付。 

制度が導入された後、利用者と意見交換し、教育委員

会へ働きかけていく。 

Ⅲ．「私が変われば社会が変わる」 
私は、どこでどんな活動をしていても「自分の暮ら

しは自分でよくする」ことを心がけています。当事者

が動かなければ、地域は変わりません。ちょっとおか

しいな、ということには関わるようにしています。 

次に「私が変われば社会が変わる」ということも心

がけます。私たちは、一人では何をやってもだめだ、

と諦めることが多いと思いますが、構成員である私た

ち一人ひとりが動くことで、全体である社会が変わっ

てくるという考え方が必要です。 

（担当：千葉やす恵） 

ここからは、坂口さんが地域で取り組んでいる４つの活動について

お話をいただきました。 

④使用人として働く少女への支援活動 

（バングラデシュ） 

少女たちの劣悪な雇用状態を明らかにするべく、現地

のＮＧＯとともに実態調査を実施。結果をもとに、雇

い主への粘り強い理解促進活動を行う。 

呼びかけの結果、自治体が集会所を貸与。そこで子ど

もたちの居場所づくりを行う。仲間と集える場ができ

たことで、少女たちの表情が目に見えて明るくなっ

た。雇用主たちも劣悪な労働環境の改善に理解を示し

はじめている。 

③市民参加の減災活動 

（ボランティア・市民活動センター） 

災害に対する減災の世論喚起と、センターの役割周

知。専門委員会を設置。ワークショップ実施、帰宅困

難者歩行訓練の実施協力（3,000人の参加者のうち、

600人の受入れ） 

これらの取り組みを通じて、市民に気付きを促す。防

災・減災の必要性を地域で訴え続けワークショップ等

を実施した結果、防災・減災といえばボランティア・

市民活動センターというブランドが地域に浸透しつつ

ある。 

②公設公営学童クラブ指導員の雇用止め問題 

（学童クラブ連絡協議会） 

指導員が嘱託職員で継続雇用５年という制約。子ども

の成長への影響を考え、学童クラブへ預ける親たちが

立ち上がった。 

他の自治体の実態調査、市長との直接交渉、署名運動

など行政へ働きかけてきたが発展せず、連絡協議会の

有志でＮＰＯを立ち上げて市から学童クラブの事業を

受ける。指導員の安定雇用が実現。休日の開館時間延

長など保護者目線での運営が可能になった。 

Ⅱ．地域での活動 
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イベント 

紹 介 

■サポートセンターで行われる、参加者募集中のイベントを紹介します。 

■原則として各団体に提出していただいた文章をそのまま掲載しています。 

■毎月５日締め切りで、翌月サポートセンターを会場に開催するイベント情報 

  を募集しています。掲載をご希望の方はお問い合せください。 

1月 
開催日 時間 イベントタイトル 貸室 参加費 主催 問い合わせ先 

1/10 
～ 

18:30 
～ 

21:00 

新しい年に新しい自分を見つめてみ
よう。ボランティアにも活用出来る 
フットケアは健康管理にピッタリ 

研修室３ 

全6回 
受講料20,000円 

認定・申請テキスト
代10,000円 

教材費7,000円 
（事前申込必要） 

ＪＲＦＡ 
足市場 

TEL/FAX 022-223-9023 

携 帯 090-7564-9831 

(森) 

1/15 
～ 

2/14 

開館 
時間内 

展示「Anego’s Valentine」 
いろんな人の愛のメッセージに
より多様な愛の形を伝えます 

５階 
展示 

スペース 

無料 
（事前申込不要） Ａｎｅｇｏ 

FAX 022-268-4042 

（レターケースNo.26） 
anegosendai@yahoo.co.jp 

1/20 
13:30 
～ 

15:30 

日本笑い学会みちのく支部 
第３７回「笑学校」 研修室５ 

会員：無料 
一般：300円 

（事前申込不要） 

日本笑い学会 

みちのく支部 

TEL/FAX 022-386-3517 

（坂本宏一） 

1/27 

（開場
10:30～）
11:00 
～ 

17:30 

地球環境基金主催事業 
平成19年度地球環境市民大学校 
「環境ＮＧＯと市民の集い」 

セミナー 
ホール 

無料 
（事前申込必要） 

地球環境 
基金 

TEL/FAX 022-262-2731 
（NPO法人サイカチ 

ネイチャークラブ 小野） 

仙台市シニア活動支援センターからのお知らせ サポセンの３階にある 

シニア活動支援センターからの情報をお届けします！ 

■専門相談＜無料・要申込＞  ■シニアサロン＜参加費1500円（ワンドリンク付）要申込＞  

□仙台市シニア活動支援センター TEL：217-3983 

相談日相談日相談日相談日 テーマテーマテーマテーマとととと相談員相談員相談員相談員 

1

月 

12日 
（土） 

子育子育子育子育てててて支援系支援系支援系支援系NPONPONPONPOをををを紹介紹介紹介紹介しますしますしますします。。。。    
「パパサロン」のびすく仙台  副館長 出雲洋一さん 

（特活）せんだい杜の子ども劇場 代表 斎藤純子さん 

24日
（木） 

定年退職後定年退職後定年退職後定年退職後ののののライフデザインライフデザインライフデザインライフデザインづくりをづくりをづくりをづくりを応援応援応援応援しますしますしますします。。。。    

（社）中高年齢者雇用福祉協会東北事務所 

    社会保険労務士 柴崎弓雄さん 

（特活）東北ｼﾆｱﾗｲﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ協会 代表 小菅文雄さん 

「「「「新春新春新春新春    脳脳脳脳トレーニングトレーニングトレーニングトレーニング」」」」    

～～～～あなたのあなたのあなたのあなたの脳脳脳脳、、、、元気元気元気元気ですかですかですかですか？～？～？～？～    
○ゲスト：（特活）日本脳トレーニング協会 

理事長 佐藤利通さん 

○日 時：１月２８日（月） 午後６時半～８時半 

市民活動シアタータイアップ企画 １月の「ＭＯＶＥ－ 街
シアター

で出会う」企画のお知らせ 
2006年9月にサポセンに誕生した「市民活動シアター」の魅力や可能性を知っていただく機会として、 

2007年11月から毎月１回、ゲストディレクターによるプログラムを実施しています。 

１月は、NPO法人オハイエ・プロダクツさんをゲストディレクターに迎えます。 

■ゲストディレクター紹介 

NPO法人オハイエ・プロダクツ 
「とっておきの音楽祭」を支援

すると共に、「みんなちがって

みんないい」を合言葉に音楽の

チカラによる心のバリアフリー

を目指し活動しています。 

 

 

開催日 時間 イベントタイトル 参加費 

1/18 
（金） 

19:00 
～ 

20:50 

ピアニスト榊原光裕 
～とっておきの音楽祭チャリティーライブ～  

前売 2,000円 
当日 2,500円 

1/19 
（土） 

11:00 
～ 

16:40 

ダンスワークショップ 
全５種（パーカッション、身体表現、 

仙台すずめ踊り、フラ、マンボ・ジルバ） 

１種 500円 
（２種以上参加の方は 

 何回でも1,000円） 
事前申込制 

17:30 
～ 

20:00 

ワールドダンスコミュニケーション 
講師陣によるパフォーマンス 

1,000円（1ドリンク付） 

※ 上記ワークショップ 

参加者は入場料無料 

1/20 
（日） 

①10:00～ 
②12:40～ 
③15:20～ 

映画オハイエ！バリアフリー上映会 
菊地昭典監督 × 
言の葉アーティスト渡辺祥子 対談付 

※ ③は映画上映のみ 

一般 1,000円 
高校生以下 500円 
（事前申込必要） 

申込・問合せ先 
NPO法人 オハイエ・プロダクツ 
TEL / FAX 022-716-5717（菊地） 

 



 
団体として活動していく上で大切なことはわかるけど、 

ちょっと難しいイメージのある「活動評価」について 

ワークショップ形式で手軽に学べる講座です。 

年度末目前、報告書を書く前にぜひ受講をおすすめします。 

 

日時：2008年１月25日（金）18：30～21：30 

会場：研修室５ 

参加費：1,000円 

定員：30名（先着順） 

講師：松本美穂氏 
   特定非営利活動法人  

   市民フォーラム21・NPOセンター 事務局次長 

 

■申込み・問合せ 

 仙台市市民活動サポートセンター 

 ＴＥＬ：022-212-3010   ＦＡＸ：022-268-4042 

■ 問い合わせ先 ■ 
 

発   行：仙台市市民活動サポートセンター 

   （指定管理者：特定非営利活動法人せんだい・みやぎNPOセンター） 

〒980-0８１１ 仙台市青葉区一番町四丁目１－３ 

TEL:022-212-3010 FAX:022-268-4042 

ホームページ http://www.sapo-sen.jp 
 

発 行 日：２００７年１２月２５日 

編  集：特定非営利活動法人 せんだい・みやぎNPOセンター 

編 集 人：本田ふみ 千葉やす恵  
     

★古紙100％使用再生紙を使用しています。 

★大豆油インキを使用しています。 

 

 

■ 案内図 ■ 

 

サポートセンターのサービスあれこれ 

○貸  室 
   (研修室･セミナーホール･市民活動シアター／有料) 

  打合わせ、講演会、シンポジウム等で使えます。 

○ロッカー（有料）レターケース（無料）事務用ブース（有料） 

○交流サロン 
  少人数の打合わせに予約なしで使えるフリースペース（無料） 

  チラシ･ポスターの掲示、展示スペース 

    インターネット接続スペース（要申込／無料） 

○情報サロン 
  市民活動団体に関するさまざまな情報があります。 

    市民活動相談の受付や図書の閲覧･貸出も行っています。 

  市民活動に関する情報収集用 インターネット閲覧（無料） 

○印刷作業室 

  印刷機(紙持ち込み／１製版100円、紙折り機（無料）) 

  コピー機（１枚10円） 

お知らせ 

● 開館時間  平   日／午前９時～午後10

時 

        日曜･祝日／午前９時～午後６時 

●   休館日のお知らせ（施設点検等のため） 

12／26（水）  12／29（土）～１／３（木）  

１／30（水） 

仙台市市民活動サポートセンターとは 
 

さまざまな分野の市民活動団体やＮＰＯ法人、

ボランティアなど、非営利で公益的な活動をし

ている人たちや、これから活動しようと考えて

いる人たちのための拠点施設です。 

■ご来館の際は、公共交通機関をご利用ください。 

［最寄のバス停］電力ビル前、商工会議所前、 

           広瀬通一番町前、地下鉄広瀬通駅前 

[地下鉄]広瀬通駅西５番出口すぐ 

□当施設に駐車場・駐輪場はございません。 

お車や自転車で来館される方は、 

周辺有料駐車場・駐輪場をご利用ください。 

注）路上駐車は周辺の迷惑となりますのでおやめください。 

表紙写真のグランマさんのところへお

邪魔しました。とっても温かい雰囲気

で、居心地がよく、癒されました。み

んなの笑顔が素敵です。グランマのみ

なさん、ありがとうございました。 

（本田ふみ） 

 

サポセンでは、NPO関係の新聞記事を

収集しています。先日ある方から「サ

ポセンにあった新聞記事がキッカケで

知り合った団体と、今度一緒に活動す

ることになったよ」という声があり、

嬉しく思いました。   （千葉やす恵） 

  

 ちょっと待った！！ 

 報告書を書く前に活動を振り返ってみよう！ 
 

ＮＰＯ・小さな市民活動団体の運営の秘訣シリーズ 

第４弾 見返り美人編 

仙台市市民活動サポートセンターは、特定非営利活動法人

せんだい・みやぎＮＰＯセンターが仙台市の指定管理者と

して、管理運営を行なっています。 

指定管理期間：2007年４月１日～2010年３月３１日 


